
地

理

撃
.約

日｡単
元
諭

｣
'
序

言

現
今
地

球
撃
の
問
題
中
称
に
頚
要
で
而
も
未
解
決
な

も
の
に
嬰
冗
諭
が
あ
る
｡
単
元
U
n
it
は
地
相
就
中
地
誌

研
究
の
最
初
にこ
ぶ
つ
つ
か
る
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
.

随
っ
て
之
れ
が
探
h
l方
の
適
否
は
研
究
の
灸
生
命
を
支

配
す
る
も
の
笠
石
っ
て
も
よ
い
､
地
誌
研
究
の
盛
ん
な

今
日
に
於
て
は
鼻
先
に
之
れ
が
吟
味
に
取
り
か
ゝ
ら
ね

ば
ぼ
ら
ぬ
事
だ
ビ
瓜
ふ
｡

ー
飴
る
に
そ

れ
が資
料
た
る
内
外
譜
尊
者
の
採
れ
る
軍

元
な
る
も
の
の
纏
っ
た
も
の
が
な
い
の
で
'
自
分
の
知

れ
る
範
囲
を
系
統
化
し
て
記
述
し
且
つ
敢
後
に
其
れ
等

を
比
放
冷
許
し
て
､
吾
人
の
之
れ
が
採
否
に
封
す
る
態

度
を
決
定
し
以
て
大
方
舗
資
の
御
指
導
を
仰
ぐ
つ
も
り

で
あ
る
〇二
､
畢

元

の

種

別

0
0
0
0
0

不
自
然
な
る
行

政

的

嬰

R

(政
治
匿
)
に
封
し
て
自
然

地

班

的

兇
元
箭

金

属

宗

平

的
革
元
(白
魚
高
)
だ
云
ふ
事
が
あ
る
､
其
の
場
倉
の
自

然
の
意
味
は
戯
鶴
に
依
っ
た
も
の
で
史
に
其
の
中
に
は

人
文
地
珊
的
軍
刀
ビ
白
鷹
地
球
的
軍
刀
だ
が
封
立
す
る

前
者
の
中
に
は
歴
渉
地
坪
的
嬰
R
(
鮭
涛
置
)商
業
地
群

的
軍
刀
(
商
業
固
)住
民
(
人
口
'
民
放
等
)地
鞄
的
軍
刀

等
ミ

荷
は
そ
れ
等
懲
綜
令
す
る
綜
令
人
文
地
相
弥
単

元
ビ
が
あ
る
｡

後
者
の
方
に
も
地
形
的
軍
刀

(
地
形
置
､
地
形
的
地

域
､
白
熱
地
域
(狭
)自
然
的
軍
元
(狭
)等
呼
び
方
国
々
)

東
棟
的
畢
R
(気
候
慣
)植
物
置
(
植
物
昔
〕動
物
曝
'
地

質
笹
等
ビ
そ
れ
等
の
粒
食
自
然
地
坪
的
軍
刀
だ
が
内
在

す
る
帯
で
あ
る
｡

人
文
地
群
的
軍

刀
だ
白
魚
地
相
草
花
E
の
更
に
絵
各

さ
れ
た
る
絵
各
地
班
的
些

uTl
(旗
義
の
自
然
匿
叉
は
自

然
地
5
'的
畢
R
)
即
ち
地
排
的
嬰
刀
或
は
革
に
地
理
匿

だ
稀
す
る
戊
の
が
あ
る
.｡
以
上
は
そ
れ
ぐ

､
特
有
の
個

量

瓦

L九



地

球

第
十
懇

性
を
有
す
る
も
の
で
互
に
対
立
し
て
も
そ
こ
に
各
喝
白

の
意
味
を
な
す
も
の
で
あ
る
〇

三
㌧
行

政

的

畢

元

く
こ

我
が
図
で
社
務
専
ら
位
ほ
れ
て
兼
ね
軌
別
を
始
め
府

層
別
其
の
下
に
あ
る
市
町
村
別
問
を
基
礎
ビ
す
る
道
別

府
煤
を
基
礎
ビ
す
る
地
方
別

(
小
撃
地
棚
番
式
の
ビ
官

魔
統
計
の
ど
あ
-
)
等
は
分
水
嶺
に
に
よ
る
な
で
多
少

の
自
然
的
状
接
は
あ
る
が
概
し
て
不
徹
底
な
不
自
然
的

な
儀
割
で
あ
る
｡
背
水
世
に
出
て
居
る
多
-
の
地
班
番

や
地
間
数

(
分
服
地
閲

P
h
iiip
の

H
an
d
y
lV
otu
m
e

A
tF
S
の
如
き
)は
大
抵
之

れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

る
｡

四
､
経
鋳
地
坪
的
単
元

H
･K
erp

は

｢
経
酒
及
び
商
業
地
班
撃

(
1
九

1
三

年
版
)｣
の
中
に
経
酒
活
動
に
基
き
て
全
世
界
を
大
西
洋

歓
羅
巴
.
印
度
､
兼
藍
､
大
洋
洲
､

北
米
及
び
南
米

の
六
つ
の
純
粋
な
世
界
鮭
蹄
地
域
に
分
け
て
居
る
が
t

F
,K
iineの
ア
ル
ゼ
ン
チ
ナ
の
経
済
匿
や
R
u
sse
t
S
m
ith

の
北

米の
自
然
的
置
割
の
如
き
は
純
粋

な

経

済

匿
で

は
t.t-
軍
に
躍
碑
匠
を
中
心
ビ
せ
る
自
然

区

域

に
止

ま
る
0

第
五
鮮

書
式

二
〇

五
､
商
業
地
班
的
単
元

i{
･A
nd
rees
主
任
の
｢
世
堺
商
業
地
球
(
一
九

1
0
1

.l
乱
二
.1
年
出
版
)｣
の
中
に
は
商
業
地
域
に
接
っ

て
地

方
を
盛
っ
か
に
債
分
し
て
居
る
｡

六
'
地

形

的

軍

元

日
独
間
域
を

U
n
it
だ
し
て
地
斑
聾
乃
至
地
蕗
研
究

の
基
礎
だ
せ
ん
だ
す
る
主
義
は
'
既
に
西
暦
十
八
世
紀

の
頃
か
ら
'
征
衣
の
政
治
値
域
主
義
に
反
封
し
て
勃
興

し
て
氷
で
層
化
､
其
の
主
な
る
･JD
の
に
二
系
統
あ
っ
て
'

猫
規
準
派
は
地
形
主
義
を
英
米
学
派
は
主
ビ
し
て
気
候

主
義
軒
奉
じ
て
居
る
｡

P
otyk
a
rP
L
eyse
r
(狗
)
は

1
七
二
六
年
に
｢
絶
え
や

躍
動
し
っ
っ
あ

る
政
治
区
域
を
地
誌
研
究
の
箪
位
ビ
す

る
事
は
非
科
隼
的
也
｣
だ
し
て
地
形
笹
に
疲
ら
ん
Aij提

試
し
た
'
z
eune
は
之
れ
に
賛
成
し
蓬
に

X
.R
itteiに

到
っ
て
愈
々
地

誌
研
究
に
之
れ
を
採
用
さ
れ

た
'爾
来

此
薫
義
は
地
誌
研
究
に
致
授
上
に
大
切
な
る
系
統
ビ
し

て
尊
重
さ
れ
る
兼
に
な
っ
た
｡

W
･S
ievers(
狗
)
の
主
宰
す
る
｢
7
枚
地
誌
二
怨
｣
(
叫

九
〇
七
年
)-
全
部
此
､正
義
に
よ
っ
で
1日
叫米
で
居
る
0



A
_ff
ettn
er
(狗
)
9

｢
地
誌
鋼
婁

]
鵜
】(
1
九
〇
七

年
)｣
も

此
主
義
で
t
i
.B
an
se
の
岡
解
地
誌

(
1
九

一

四
年
)
に
も
之
れ
を
採
っ
て
居
る
｡

J,W
,G
regory
の
｢G
eoglaPh
y
二

九
二
五
年
版
)｣

の
中
に
も

六
大
洲
は
勿

論
光
岡
だ
か
日
本
己
か

N
ew
･

Z
ealan
d

と
か
の
細
部
に
到
る
迄
の

G
e
oglaPhicat

divisionsビ
し
て
構
造
地
形
笹
の
明
瞭
互
地

層
を
入
れ

て
改
明

し
で
居
る
.

T

hew
or
ld
二
九
二
五
年
版
)
の
申

へ
も
著
者
L
eo
n
･

ard
B
rook
s
は
南
米
､
北
米
'
As
ia,
N

ew
Zeatand
等

の
S
tru
cttlra
l
d
ivisionsを
固
祝

し
て
居

る
､
L.K
ober

が
D
er
B
a
u
d
er
E
r
de
(

一九
二

一
年
版
)
の
中
に

出し

て
屠
る

Af
rica
其
他
の
地
形
笹
は
前
記

S
ieb
er
の
に

大
機
は
似
て
居
る
｡

北
部

Sw
ed
e
nの
地
形
匿
(地
班
撃
評
論
節
二
巷
参
照
)

下
村
致
疫
は
地
珊
撃
評
論
第
二
令
姉
十
二
鶴
よ
-
節

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

三
強
に
か
け
て
｢
円
本
の
地
形
匿
に
就
い
て
｣
ビ
遷
し
て

本
州
島
を
糸
魚
川
静
岡
舷
を
以
て
尭
北
日
本
だ
酉
南
日

本
だ
に
別
け
'
前
者
を
斑
に
楽
団
の
二
帯
に
､
後
者
を

地
班
的
駄
元
翰

内
外
の
両
昔
に
置
劃
し
ー
そ
の
両
地
W
を
相
は
-
.各
四
川

ヽ
ヽ

ヽ

地
区
に
正
に
数
多
の
部
に
細
分
し
て
居
ら
れ
る
｡
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

大
橋
良

1
氏
は
地
坪
撃
評
論
第
三
怨
に

｢
北
日
本
の

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

地
貿
笹
に
就
い
て
｣
だ
題
し
て
詳
細
な
M｡軍
刀
閲
を
入
れ

て
散
明
し
て
居
ら
れ
る
｡

七
'
束

候

的

単

元

東
棟
に
依
る
自
然
地
域
を
ば
地
誌
教
授
に
牒
用
す

べ

き
を
主
張
し
た
の
は
英
人
A
.

I.
tlerb
ertson
で
'
彼
は

一
九
〇
五
年
出
版
の
共
闘
王
立
地
層
協
食
の
難
詰
に
こ

れ
を
磯
表
し
た
.
初
は
世
非
を
十
四
位
に
'
後
手
を
加

へ
て
四
置
十
八
型
もこ
槍
介
し
た

(
外
聞
氏
の
気
候
固
参

照
)
英
米
語
閲
の
聾
者
の
中
に
は
彼
の
敵
に
賛
同
す
る

者
頗
る
多
-
～
L
B
rook
s
(英
)
の
T
h
e
W
ortd
の
開
怒

第

一
頁
に
出
し
て
居
る
｢世
界
の
自
然
地
相
固
｣
も
仝
氏

の
武
侠
国
共
健
を
樽
戴
し
て
屠
る
の
で
あ
る
.0
30h
n
S

an
d
H
o
itlese
y(莱
)
は
シ
カ
ゴ
大
撃
出
版

｢
経
擁

地
排

撃
序
論
｣
の
中
に=
H
erb
ertso
n
の
鼠
焼
固
を
基
礎
に
焼

直
し
て
四
囲
十
五
型
の

も
の
を
作
っ
て
居
る

(大
坂
地

班
拳
骨
編
地
班
統
計
気
候
の
部
参
照
)
枚
永
弟
氏
は
地

5
'致
育
第
六
懸
第
四
'
五
両
魂
に
右
を

l
牧
人

へ
解
b

n
.I.H

二
Z



地

球

茄
十
雀

易
Y
紹
介
し
て
居
ら
れ
る
｡

G
.A
..S
w
a
in
e
の
E
nv
ir
o
n
m
ent
‥A
.n
atu
ral
G
eo
g･

rap
h
y
英
版
)
は
金
-
東
棟
隈
に
基
い
て

(
大
洲
別
に

束
備

置
の
園
版
あ
-
)世
界
地
班
を
解
説
し
て
居
る
｡

G
,刀
.D
r
yer
の

｢高
等
地
坪
壌
(
山
九
二
〇
年
版
)
の

中

に
は
各
種
の
分
布
閲
ビ
共
に
主
だ
し
て
乗
組
だ
降
水

ど
の
状
態
｣
を
基
礎
iJ
L
で
世
界
を
五
つ
の

P
r
ovinces

だ
十
四
の
T
y
p
e
置
ビ
に
分
け
セ
粟
鵜
特
の
乗

備
置
図

版
を
挿
ん
で
詳
細
に
敏
明
し
て
居
る
O

U
nstead
a
旦

T
ay
の
｢
商
業
地
迎
撃
｣
も
乗
候
主
義

に
基

い
て
居
る
も
の
で
あ
る
｡

E
m
m

･deM
arton
ne

･
の
｢
地
文
地
理
(
一
九
二
二
年

版
)｣
中

には
世
界
.を
十
六
位
の
乗
候
笹
に
別
け
て
居
る

R
oS
iegelA
nd
leeS
の
地
球
藩

(
1
九
二

一
年
収
)
節

7
巻
の
中
に
は

S
tlP
a
n
の
に
基
き
(多
少
之
れ
を
鍵
東

し
て
)説

い
て
屠
る
t
S
u
p
an
は
其
の

｢
地
文
地
球
(
1

九
二

1
年
)L
の
中
に
世
界
の
風
土
だ
乗
候
的
要
素
の
上
･

か
ら
熱
'
温
.
榛
の
三
軍
を
国
別
し
史
に
之
れ
を
三
十

六
匹
に
細
分
し
て
居
る
｡
0
0

0

0

0

惑
1.K
6
p
p
en
は
｢
世

ー界

の

乗

侠

(
1
九
二

一
年
)｣
の

第

五

鍋

蓋

凡

こ
こ

中
に
主
に
楓
物
の
種
類
に
基
い
で
十

巾
の
乗
候
区
を
蓮

て
ゝ
説
明
し
て
屠
る
'
詳
細
は
地
排
撃
評
論
飾

山
番
の

六

一
二
貰
並
に
高
橋
博
士
の
地
班
撃
通
論
二
二
五
首
参

照
､
外
に
五
大
国
二
十
四
小
匿
に
別
っ
た
も
の
も
あ
る
0ヽ

其
他
稲
井
氏
は
地
班
辱
評
論
節
田
巻
第
九
淡
に

｢
我

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

邦
に
放
け
る
気
候
分
数
に
就
い
て
｣

ÎJ
超
し
て
､
雨
量

(
口
本
を
四
式
十
二
筒
に
分
っ
)
並
に

束
温

(
五
菜
侠
九

置
八
型
に
債
分
)
に
基
-
束
備
置
が
そ
れ
ぐ

･作
ら
れ

て
こ
れ
に
就
い
て
詳
説
し
て
あ
.る
｡

岡
田
博
士
の
創
作
に
な
る
笠

石
ふ
日
本
気
象
置

(
内

地
を
九
匿
に
分
つ
)
の
如
き
も

一･種
の
乗
併
置
に
属
す

る
〇倍
は
世
罪
の
風
系
乗
備
置
(
九
位
)
風
土
置
(
六
固
)等

も
出
凍
て
居
る
0
(
中
川
氏
日
本
式
保
革
参
照
)

由
は
E
.H
u
n
tin
g
to
n
の

C
iv
itisation
an
d
C
E
m
ate

の
中
に
ji.TT
で
居
る

｢来

聴
を
基
礎
ビ
す
る
人
間
精
力
の

分
布
固
｣
の
如
き
も
究
備
置
ビ
密
踊
あ
る
も
の
で
あ
る
.

八
'
生

物

湛

0

0

0

植

物

匿

で
は
前
記

D
e･
M
arton
ne
や

K

6ppen
の

か執
権
匿
は
植
物
の
分
布
を
基
礎
ビ
し
た
-
の

で
見
方
に



よ
っ
て
は

山
種
の
東
棟
国
で
あ
る
P
繭
は

S
u
p
p
3n
は

世
界
の
鵜
物
塵
布
地
を
四
群
十
二
匿
に
別
け
て
居
る
.

因
に
我
園
の
棺
物
塵
は
普
通
四
昔
に
置
介
さ
れ
て
居
る

(
普
通
教
科
沓
並
に
地
国
費
昭
…)

0
0
0

次
に
動

物

置

で
最
も
人
に
よ
-
知
ら
れ
て
居
る
の
は

L
S
clater
の
金
世
界
を
二
界
(
新
嘗
叉
は
南
北
の
)
六

大
匿

に
分
与
宜
に
若
干
の
並
同
を
設
け
た
も
の
で
あ
る

A
.R
.W
attace
は
之
れ
に
賛
成
し
て
世
界
を
六
大
匿
だ

二
十
四
霞

甚
だ
に
し
て
居
る
､
T
ro
u
essart
は
S
氏
の

に
党
に
北
極
だ
南
極
ど
の
二
国
々

加
へ

R
.L
yd
d
ek
el
.

は
古
産
物
に
塞
き
を
置
い
て
之
れ
に
舜
東
を
加
へ
三
大

置
･1J
十
亜
甚
だ
に
し
た
｡

S
u
p
ah
は
陸
棲
動
物
の
分
布
上
三
洲
八
位
,<q･J設
け
.

1{
.M
ab
ih
s
は
陸
棲
域
に
十

一
位
'
水
棲
域
に
六
位
を

劃
し
た

､A
r

notd
J
acob
i
は
晒
乳
獣
ビ
鳥
頼
ど
の
分
布

か
ら
陸
棲
域

聖
二
洲
十
一
国
に
し
た
､

此
外
G
d
nth
e
r

の
魚
撃
上
か
ら
の
世
界
の
債
分
や
An

gelo
H

eil
plin
の

区
分
B
lan
d
fo
ld
の
三
太
憧
分
､
S
h
elrPe
や

A.
New
ton

の
鳥
撃
上
の
匿
分
(
後
者
は
六
匿
に
)tW
,i
.S
c
ta
ter
5'J

PA
L

,S
clater
北
ハ事
｢
晒
乳
姫
の
動
物
地
班
二

八
九
九

年

地
組
的
駄
l冗
給

版
)｣
中
に
は
六
大
国
だ
二
十
九
小
筒
亡
に
国
分
し
た
他

聞
が
あ
-
'

1
九
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
互
-
出
版
し

た
猫
の

F.D
ah
l
の
第
番
中
に
は
四
大
伍
だ

二
十

1
小

節
置
一
諸
島
が
置
劃
さ
れ
て
屠
る

(
汎
論
地
文
畢
並
に

地
理
教
育
節
四
食
参
照
)

終
り
に
森
田
博
士
は
地
聾
難
詰
大
正
十
四
年
の
七
月

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

融

に

｢日
本
鳥
轍
の
分
布
に
就
て
｣
ビ
題
し
て
或
図
の

鳥
瓶
に
依
る
動
物
隆
を
､
二
大
笹
域
(台
北
'
究
捧
)
の

中
に
十

l
線
を
劃
し
て
十
三
国
に
し
て
居
ら
れ
る
の
は

耐
白

い
0､九
.
地

坪

的

単

元

康
義
の
自
然
匿
叉
は
自
然
的
軍

刀
の
轟
で
自
然
人
の

を
絵
令
し
た
絵
各
地
班
的
単
元
を
指
す
､
だ
か
ら
断
る

方
法
で
或
地
域
,KTiT一併
置
分
せ
ん
だ
す
れ
ば

勢或
馳
院
は

地
形
を
童
だ
し
.
或

地
隈
は
気
僕
を
或
地
筒
は
植
物
群

を
或
地
匿
は
人
文
を
主
に
し
て
計
然
笹
を
決
定
せ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
ビ
東
京
高
師
の
田
中
先
生
は
述

べ
て
屠
ら

れ
る
.
故

H
erP
er
ts
.
n
及
び
J･F
･U
ns
tead
両
敦
接
の

地
桝
的
堅

U,l
(U
氏

著
の
lb
er
ia
牛
島
や

E
l
gl
and
島

の
匿
分
の
加
増
も
ry
れ
)
6付
加
h
L
は
之
れ
に
鷹
す
る
t

L7;.I

!II完

二
三



地

珠

第
十
番

個
は

R
h-SSelSmi
th
教
授
の
北
米
の
自
然
的
置
割
は

綴
酒
中
心
の
瞭
令
的
革
元
で
.
外
に
仝
氏
の

H
亡
m
an
G
e
ogra
ph
y

(
一
九
二
二
年
版
)
の
中
に
は

世
界
の
粒
食
地
坪
的
軍
刀
が
出
て
居
る
､
小
川
博
士
薯

の
中
等
世
界
地
班
帖
附
錐
の
覆
間
中
tこ
も
之
れ
ビ
同
様

0
0
0

な
の
が
(
六
大
洲
別
に
)
地

文

置

ビ
し
て
出
て
ゐ
る
｡
(
博

多
成
象
堂
磯
行
)

F
.K
ih
n

の
ア
〝
ゼ
ン
チ
ナ
の
経
済
笹
､

G
riffith

T

a
ylor
致

接
の
濠
洲

の
債
分
等
も
背
紋
各
的
の
畢

元
で

あ

る
｡
(評
論
三
ノ
1
田
中
先
生
の
論
文
参
照
)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

田
中
党
塵
は
地
排
撃
評
論
ニ
フ

一
に

｢
日
本
の
地
5
.

ヽ固
｣
ヒ
題
し
て
日
本
列
島
の
地
相
的
軍
刀
を
創
成
さ
れ

て
居

る
'
日
本
地
誌
研
究
上
に

1
大
光
明
を
輿
え
ら
れ

た
其
の
功
績
は
特
筆
す

べ
き
も
の
だ
P,J皿
ふ
'
光
づ
日

本
列
島
を
十
大
軍
刀
に
別
ち
そ
れ
等
の
大
部
分
を
ば
定

に
多
-
の
中
軍
刀
に
分
け
荷
は
副
軍

刀
に
細
別
さ
れ
て

居
る
〇

ヽ

番
谷
龍
次
郎
氏
は
地
Ei惑

詐
論
第
二
食
の
中
に

｢地

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

排
撃
よ
-
見
た
る
行
政
置
劃

もこ
就
い
て
｣
述
べ
中
にこ
日

本
の
地
坪
匿
を
考
尭
し
て
居
ら
れ
る
､
そ
れ
に
依
る
ビ

第
五
班

孟

0

二
四

本
州
島
を
兼
北
､
閲
克
ち
中
央
太
平
洋
岸
'
軍
部
太
平

洋
岸
'
中
央
高
地
､
瀬
月
内
海
.
中
央
日
本
海
々
岸
.

西
部
日
本
海
々
岸
､
西
部
九
州
p
南
島
の
十
大
笹
に
別

ヽ
ヽ
ヽ

ち
､
史
に
兼
北
笛

を
北
太
平
洋
樺
笹
ビ
北
日
本
海
韓
笹

だ
に
叉
酉
太
平

洋
岸
国
を
ば
紀
伊
牛
島
直
だ
四
囲
太
平

洋
岸
囲
う
九
州
太
平
洋
岸
匿
等
に
分
ち
相
は
此
下
に
.

D
istlic
t
を
考

へ
て
居
ら
れ
る
'
然
し
大
部
鞄
憩
的
の

も
の

で
あ
る
事
を
断
っ
て
あ
る
｡
石
橋
博
士
は
日
本
樫

鋳
地
坪
及
び
賓
発
散
科
地
坪
教
科
藩
日
本
之
部
の
中

へ

本
州
を
閥
兼
､
源
道
､
中
央
'
北
陸
､
近
畿
､
山
陽
､

山
陰
'
表
東
北
(繭
に
は
翠
に
兼
北
)
御
題
の
九
地
方
に

分
け
て
述

べ
て
居
ら
れ
る
｡

自
分
も
郷
士
地
誌
の
方
で
頑
岡
原
潤
を
各
種
の
地
理

的
要
素
に
基
い
で
そ
れ
-ぐ

I
の
壁
元
閲
を
作
-
､
こ
れ

べ-
ス
†ツプ

を
基

閲

の

上
に
各
部
を
重
ね
て
措
き
そ
の
椋
各
的
の

結
果
に
依
っ
て
大
鱒
の
地
班
笹
を
創
作
し
て
見
た

､
何

れ
他
日
聴
表
し
て
御
指
導
を
乞
ひ
庇
い
ビ
瓜
っ
て
居
る
->

十
七
両
系
統
の
比
蚊

0

0

0
0
0
0
0
0
0
0

0

行

政

的

軍

刀

LJJ
自

然

的

革

元

'
何
れ
に
も

1
長

1
兎

が
あ
る
､
前
者
の
主
な
る
兎
所
は
(
一
)鍵
勤
し
あ
き
革



(
大
戦
後
の
如
-
)
ど
(
二
)
地
誌
研
究
上
不
白
熱
不
線
溶

ヽ
ヽ

で
非
科
撃
的
な
所
の
あ
る
革
の
二
で
あ
る
が
､
長

所

だ

し
て
は
(
一
)境
非
の
明
瞭
な
る
革
だ
〔
二
)囲
民
散
骨
上

岡
家
的
精
伸
の
酒
巻
上
に
特
に
便
利
な
る
罫
ど
の
二
は

其
の
主
L･4
る
も
の
で
あ
る
後
者
は
大
醍
そ
の
正
反
封
k
J

考

へ
れ
ば
よ
い
｡

0

0

0

0

0

0

0

次
は
仝
じ
自
然
地
坪
的
罫
元
中
の
地
形

主

義

f̂J
気

候

0

0

0

0
0
0

ヽ
ヽ

主

義

ど

の

比

政

で
あ
る
'
前
者
の
長
所
は
置
割
の
比
較

ヽ的
明
か
な
瓢
で
後
者
に
は
不
鮮
明
で
境
界
の
つ
け
に
-

い
秋
期
が
あ
る
'
地
形
も
気
候
を
或
果
皮
迄
支
配
し
人

文
に
密
紺
す
る
も
'
気
候
は
直
ち
に
植
物
の
分
布
を
支

配
し
動
物
に
影
響
し
､
人
生
に
は
直
間
接
に
政
iD
況
-

関
係
し
且
っ
地
形
ど
も
濃
密
に
因
果
の
関
係
を
結
ぶ
iD

の
な
れ
ば
或
は
前
者
よ
-
以
上
に
重
き
を
な
す
か
も
知

れ
ぬ
p
東
棟
の
研
究
を
地
形
ほ
ざ
に
明
確
徹
底
的
に
行

ふ
事
に
は
幾
多
の
困
難
が
あ
る
が
'
地
班
撃
の
立
場
か

ら
云
へ
ば
今
後
益
々
盛
大
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
方
面
で

あ
る
〇
十

二

吾
人
の
採
否
に
封
す
る
態
度

純
粋
な
科
革
的
地
州
撃
の
研
究
を
す
る
人
に
･i)
つ
て

軸
比
的
恥
元
珊

は
勿
論
自
然
的
軍
元

一
瓢
服
-
で
-
よ
か
ら
-
が
ー
普

通
教
育
に
於
け
る
地
理
科
の
立
場
は
地
理
聾
者
の
養
成

で
は
な
-
他
の
語
数
科
ビ
北
ハに

｢
健
重
な
る
閲
民
を
数

養
せ
ん
｣
}J
す
る
の
で
あ
る
か
ら
.
文
部
省
の
示
す
要
旨

に
も
あ
る

迫
-
固
勢
の
班
胸
囲
豪
的
精
榊
の
滴
尊
王
芯

ふ
方
丙
を
金
魚
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
､
勿
論
地
相
撃
的

致
菅
に
依
っ
て
も
結
局
は
此
の
目
的
に
到
達
は
し
や
う

那
.

叫ニ

ッ
ト
の
探
-
方
か
ら
云
ふ
亡
､
yJJ
う
し
て
も
外

囲
地
坪
で
は
問
家
主
芯
ふ
行
政
(
政
治
)的
目撃
刀
を
基
本

ビ
し
て
外
囲
其
の
物
を
充
分
に
認
識
;班
.解
さ
せ
る
ビ
同

時
に
'
そ
れ
だ
我
囲
B,J
の
閥
係
を
考
察
さ
せ
又
地
坪
的

状
態
を
充
分
に
此
奴
推
究
さ
せ
て
t
を
ナi
に
寄
々
は
生

徒
見
童
を
し
て
彼
等
の
個
人
的
生
活
の
上
に
も
又
問
家

的
生
存
の
上
に
も
種
々
の
生
き
た
刺
戟
教
訓
を
得
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ビ
皿
ふ
'
こ
～
が
問
民
教
育
上
特
に

地
理
科
の

3
大
生
命

,̂J
す

べ
き
鮎
で
は
な
か
ら
う
か
､

だ
か
ら

(
一
)
各
大
洲
の
経
論
概
婿
の
如
き
場
各
ビ
か

(
こ
)
我
問
だ
飴
-
操
い
銅
係
の
な
い
地
方
だ
か
､
(
≡
)

日
本
地
班
の
横
L･t際
な
B,/,
に
於
で
は
自
然
的
軍

刀
に
接

る
べ
き
で
あ
る
が
'
釆
要
諦
問
を
含
む
渚
大
洲
の
地
方

茜

一

二
五



増

強

第
十
替

誌
を
細
観
す
る
場
各
の
如
き
は
必
ず
党
づ
鴻
池
だ
か
傭

蘭
西
ビ
ーか
の
行
政
的
嬰

ti
を
探
る
べ
き
で
通
る
ビ
瓜
ふ

而
し
て
覚
に
其
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
研
究
す
る
様
な

場
各
に
は
其
の
行
政
的
置
割
の
内
に
在
っ
て
自
然
的
な

単
元
な
ど
つ
て
進
む

べ
き
で
あ
る
P
恰
も
本
邦
の
地
誌

を
研
究
す
る
に
昏

つ
で
邦
国
内
を
幾
多
大
小
の
地
班
同

に
別
け
て
観
察
推
究
し
て
行
-
ビ
同
機
で
あ
る
｡

扱
て
其
の
軍

刀
の
大
小
は
撃
智
者
の
程
度
に
腰
じ
て

決
定
す

べ
き
問
題
で
'
程
度
の
高
ま
る
に
従
っ
て
次
第

に
大
暑
元
は
細
分
し
て
小
軍
元
に
.
単
元
は
史
に
副
単

元
に
ど
探
-
進
む

べ
き
で
あ
ら
う

(
地
班
教
育
大
正
十

J濁

泡

の

地

理

撃

界

碑
五
戟

茜
二

二
六

五
年
八
月
磯
田
申
教
授
の
論
文
塵
照
)

又
地
形
主
義
ビ
荒
俣
主
義
だ
針

一
般
か
ら
云

へ
ば
何

れ
に
も
偏
す

べ
･き
で
は
な
-
相
場
魔
物
華

人
,E
密
度
･.

生
産
地
帯
･交
通
運
輸
地
滞
･商
業
圏

･
究
落
分
布
置
等

を
も
探
っ
て
之
れ
等
を
凡
て
綜
合
し
以
て
椋
各
地
班
的

軍

票
地
坪
笹
､
地
班
的
堅

空
1J
L
で
研
究
す

べ
き
で
洩

ら
う
'
要
は
地
理
は
場
所
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
た
る
綜

各
静
を
観
識
せ
ん
だ
す
る
撃
間
で
あ
る
か
ら
.
部
分
に

偏
し
断
片
孤
立
し
て
金
蛮
(
地
5
.的
澄
観
La
.ndS
ch
aAft)

を
見
る
の
寵
を
失
ふ
に
到
っ
て
は
登
-

の
本
末
特
例

で

あ

る
｡
(
三
二

〇
七
二
)

農
道
基
音
利
を
初
吟
'
俳
蘭
閣
並
に
北
米
倉

東
園
の

地
排
魔
界
を
､
簡
単
な
が
ら
考
究
し
ま
七
光
か
ら
､
今

度
は
猟
泡
に
於
け
る
状
況
を
醒
察
致
し
て
見
よ
-
ビ
思

い
ま
す
｡
然
し
P
鴻
池
は
近
世
新
地
排
撃
の
撒
僻
地
で

あ
り
ま
す
だ
け
にニ
ー
地
理
界
は
却
々
に
ぎ
や
か
で
､
観

寺

田

貞

次

.

察
耳

べ
き
鮎
も
従
で
少
-
め
-
ま
せ
ぬ
'
少
-
ど
も
､

地
班
撃
研
究
室
の
状
況
.
狗
泡
に
於
け
る
地
班
聾
者
の

肪
祝
､
地
5
'撃
蕪
の
状
況
並
に
地
撃
鋼
橋
横
間
等
の
各

項
目
に
付
き
ま
し
て
､
調
査
し
な
け
れ

ば
な
･C,ま
せ
ぬ
｡

畑
日
月
の
滞
留
で
は
到
底
完
金
を
期
し
得
な

い
仕
事
で


